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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
サ
イ
ト
が
、
東
京

都
と
非
営
利
団
体Code for 

Japan

に
よ
っ
て
開
設
さ
れ

た
。
そ
の
デ
ー
タ
が
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
で
提
供
さ
れ
て
、

対
策
サ
イ
ト
は
様
々
な
自
治

体
に
拡
大
し
て
い
る
▼
開
発

者
メ
ン
バ
ー
が
開
発
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
も
多

く
の
ア
ク
セ
ス
を
集
め
て
い

る
。
累
積
退
院
者
数
や
死
亡

者
数
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性
者

数
も
ま
と
め
て
お
り
、
患
者

数
に
対
し
て
病
床
数
が
不
足

し
て
い
る
状
況
が
一
目
で
分

か
る
▼
総
務
省
は
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
公
開
し
た
。
行
政

と
市
民
が
連
携
し
て
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
シ
ビ
ッ
ク

テ
ッ
ク
が
さ
ら
に
普
及
し
て

い
く
た
め
に
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
化
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

が
必
要
と
し
て
い
る
。
併
せ

て
有
志
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
連

携
し
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
し
て
い
る

▼
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

れ
て
も
、
状
況
が
す
ぐ
に
改

善
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

行
政
が
発
表
す
る
デ
ー
タ
が

未
だ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

読
み
や
す
い
形
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
厚
生
労
働
省

は
感
染
者
数
な
ど
の
基
本
的

な
情
報
で
さ
え
画
像
デ
ー
タ

で
提
供
し
て
い
る
。
詳
細
な

デ
ー
タ
が
速
や
か
に
公
表
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。�

（
道
）

地
域
医
療
構
想
を
検
証
す
る

地
域
医
療
構
想
を
検
証
す
る

コ
ロ
ナ
第
２
、 

３
波
に
備
え
よ

　
１
０
０
年
に
１
度
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
中
に
広
が
り
莫
大
な
数
の
患
者
、死
者
を
出
し
な
が
ら
も
、

我
が
国
で
は
多
く
の
医
療
機
関
、
関
係
者
の
献
身
的
な
努
力
で
よ
う
や
く
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
緊

急
事
態
宣
言
を
受
け
て
全
国
民
が
長
期
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
一
方
、
地
域
医
療
構
想
関
連
会
議
は

粛
々
と
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
不
要
不
急
と
は
言
わ
な
い
が
、
各
地
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
感
染
者
の
集
計
、
分
析
す
ら
不
十
分
な
体
制
の

中
で
強
行
さ
れ
る
議
論
の
中
身
は
、
現
実
と
近
未
来
の
何
処
を
見
据
え
た
内
容
な
の
だ
ろ
う
か
。

 図  全国保健所長会ホームページより（一部改変）

　

厚
労
省
は
昨
年
９
月
、
２

０
２
５
年
の
高
齢
化
社
会
を

念
頭
に
置
き
、
医
療
機
能
の

再
検
証
を
求
め
る
公
立
・
公

的
医
療
機
関
４
２
４
病
院
の

名
称
を
公
表
し
た
。
該
当
病

院
の
再
編
統
合
、機
能
転
換
、

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
含
む

内
容
の
た
め
、全
国
の
自
治
体
、

病
院
関
係
者
だ
け
で
な
く
各

方
面
で
反
響
が
あ
り
、
本
会

も
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
。

　

昨
年
12
月
に
本
紙
の
指
摘

し
た
通
り
、
今
年
１
月
に
分

析
項
目
の
再
点
検
が
行
わ
れ

７
病
院
が
除
外
、
そ
の
後
約

20
病
院
が
追
加
さ
れ
、
約
４

４
０
病
院
に
変
更
さ
れ
た
。

　

厚
労
省
は
各
調
整
会
議
の

進
展
が
遅
い
こ
と
か
ら
、「
財

政
的
に
支
援
」
す
る
重
点
支

こ
れ
ま
で
の
経
過　
　

こ
れ
ま
で
の
経
過　
　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が

最
優
先
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
現
時
点
で
構
想
を
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
構

想
と
し
て
日
医
の
提
案
が
あ

る
が
、
逆
に
厚
労
省
の
９
領

域
分
析
の
手
法
で
今
回
の
経

過
を
分
析
す
る
と
多
く
の
問

題
点
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

医
療
上
の
問
題
と
し
て
は
、

専
門
家
会
議
も
指
摘
す
る
よ

う
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
関
連
が
多
い
。

①
ク
ル
ー
ズ
船
の
異
常
に
長

い
検
査
待
ち
隔
離
②
医
師
の

判
断
で
診
療
に
必
要
な
検
査

が
で
き
な
い
③「
誤
解
」と
さ

れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
多
く

の
国
民
が
医
師
以
外
か
ら
受

診
を
抑
制
さ
れ
た
④
受
診
を

自
粛
し
て
治
療
が
遅
れ
、
多

く
の
命
が
失
わ
れ
た
―
等
、

問
題
は
数
多
い
。
全
て
は
世

界
か
ら
酷
評
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
不
備
に
起
因
す

る
。
一
方
、
最
近
報
道
さ
れ

た
国
産
の
自
動
分
析
器
は
安

全
に
１
日
最
高
２
４
０
件
検

査
で
き
、
定
価
約
８
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
５
年
前

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
販
売

さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

感
謝
状
が
届
い
て
い
る
。
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
費
用
４
６
６
億

円
の
１
％
で
各
都
道
府
県
に

１
台
配
置
が
可
能
と
な
る
計

算
だ
。
毎
日
１
２
０
０
０
人

分
が
１
〜
２
時
間
で
安
全
に

判
定
で
き
る
。

　

機
器
の
認
定
、
導
入
へ
の

プ
ロ
セ
ス
は
厚
労
省
の
管
轄

で
、
各
地
の
デ
ー
タ
集
計
・

分
析
、
混
乱
す
る
保
健
所
の

サ
ポ
ー
ト
等
は
本
来
、
厚
労

省
在
籍
の
医
系
技
官（
医
師
）

３
０
０
名
の
活
躍
の
場
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
未
曽

有
の
現
場
で
臨
床
経
験
を
積

め
ば
、
今
後
、
地
域
医
療
構

想
に
限
ら
ず
、
多
く
の
場
面

で
の
豊
か
な
発
想
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
、
期
待
は
大

き
い
。

　

検
体
搬
送
、電
話
対
応
、ク

ラ
ス
タ
ー
調
査
等
の
広
範
か

つ
緊
急
度
の
高
い
保
健
所
の

業
務
の
困
難
さ
は
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
て
窺
い
知
れ
る
。
こ

れ
は
90
年
代
以
降
の
統
廃
合

に
よ
り
保
健
所
が
半
減
し
て

い
る
た
め
で
あ
る   
図  
。
疾

病
以
外
に
災
害
時
の
対
応
、

ワ
ク
チ
ン
等
の
予
防
活
動
が

停
滞
し
て
い
る
現
状
を
改
善

す
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら

保
健
所
機
能
の
回
復
を

保
健
所
機
能
の
回
復
を

の
備
え
、
保
健
所
の
増
設
増

員
を
含
め
た
機
能
強
化
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
発
熱
外

来
も
医
師
会
任
せ
で
な
く
、

自
治
体
、
保
健
所
か
ら
の
提

起
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

治
療
で
は
人
工
心
肺
、
人

工
肺
が
救
命
に
必
要
な
機
器

と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
き

た
。
通
常
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
管
理
よ

り
も
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
を
必

要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
診
療

報
酬
が
３
倍
に
加
算
さ
れ
た

が
、
人
材
育
成
は
容
易
で
は

な
い
。
継
続
的
な
経
験
・
研

修
が
必
須
で
、
専
門
家
会
議

も
各
地
で
の
感
染
症
専
門
医

の
大
幅
な
増
加
を
提
言
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
必

要
な
要
件
は
専
門
家
の
答
申

す
る
組
織
ト
ッ
プ
の
資
質
で

あ
る
。
あ
の
ク
ル
ー
ズ
船
に

最
初
に
入
っ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

感
染
症
専
門
家
が
眼
前
の
驚

愕
の
事
態
に
対
し
緊
急
提
言

を
行
っ
た
が
、
滞
在
数
時
間

で
下
船
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
感
染
症
学
会
か
ら
の

派
遣
医
師
が
途
中
で
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
事
実
は
重

い
。
後
日
の
検
証
テ
レ
ビ
報

道
の
中
で
、
責
任
あ
る
政
務

官
が「
当
初
、感
染
患
者
は
数

急
が
れ
る
人
材
育
成　

急
が
れ
る
人
材
育
成　

院
船
派
遣
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
受

託
表
明
が
あ
っ
た
が
、
自
院

の
院
内
感
染
者
以
外
は
殆
ど

実
績
が
な
い
。
文
科
省
の
壁

は
そ
れ
程
高
か
っ
た
の
か
。

　

地
域
医
療
の
将
来
像
は

「
車
で
20
分
」「
同
様
の
実
績

を
有
す
る
病
院
が
在
る
」
等

の
単
純
な
枠
組
み
で
は
決
め

ら
れ
な
い
。
例
え
ば
旧
国
土

省
の
土
木
研
究
所
等
で
は
、

40
年
前
か
ら
新
規
の
道
路
や

橋
１
本
で
将
来
の
人
口
や
産

業
育
成
に
与
え
る
影
響
を
分

析
し
政
策
に
反
映
さ
せ
た
。

他
省
も
同
様
で
あ
る
。

　

厚
労
省
は
感
染
制
御
に
全

力
を
尽
く
し
、
政
府
は
こ
れ

ま
で
の
過
失
、
無
策
を
謙
虚

に
反
省
し
、
他
省
と
の
連
携

で
コ
ロ
ナ
後
の
地
域
医
療
を

再
度
提
案
し
直
す
べ
き
で
あ

る
。

　

本
会
は
今
後
も
適
宜
、
提

言
を
し
て
い
く
。

名
の
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
驚

く
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

　

医
療
に
「
連
携
」
は
必
須

で
、
多
く
の
病
院
に
連
携
室

が
あ
り
、
院
外
活
動
も
連
携

が
要
、地
域
医
療
構
想
も「
連

携
構
想
」
と
言
え
る
。
し
か

し
新
型
コ
ロ
ナ
の
大
被
害
は

予
期
せ
ぬ
事
態
で
あ
っ
た
た

め
、
連
携
不
足
が
方
針
の
決

定
に
重
大
な
瑕
疵
を
生
じ
さ

せ
た
。

　

国
会
審
議
で
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
毎
日
２
万
件
可
能
」
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
事
実
は

全
く
違
っ
た
。
道
内
で
も
３

月
中
か
ら
民
間
検
査
機
関
は

依
頼
が
来
た
場
合
の
対
応
を

用
意
し
て
い
た
が
、
委
託
実

施
は
１
月
以
上
遅
れ
、
し
か

も
限
定
的
で
あ
る
。
大
学
側

か
ら
も
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
病

中
身
の
あ
る
連
携
を　

中
身
の
あ
る
連
携
を　

援
区
域
の
募
集
を
開
始
し
、

ま
ず
宮
城
県
、
滋
賀
県
、
山

口
県
の
５
地
域
が
選
定
さ
れ

た
。
さ
ら
に
自
治
体
主
導
に

よ
る
調
整
会
議
の
促
進
を
提

起
し
て
い
る
が
、
２
月
以
降

は
各
地
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
が
優
先
さ
れ
、
見

直
し
期
限
が
３
月
末
か
ら
延

期
さ
れ
て
い
る
。

　

３
月
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
で
は
民
間
、
回
復
期
、

慢
性
期
も
調
査
項
目
に
追
加

さ
れ
た
が
、
日
医
中
川
副
会

長
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
有
事

に
対
応
で
き
る
医
療
提
供
体

制
を
平
時
か
ら
作
る
た
め
の

財
源
の
必
要
性
を
指
摘
し

た
。
更
に
医
療
計
画
の
「
５

疾
病
、
５
事
業
」
に
新
興
感

染
症
を
加
え
て
、「
５
疾
病
、

６
事
業
」
に
す
べ
き
と
提
案

し
て
い
る
。
当
初
、
新
興
感

染
症
に
対
す
る
医
療
提
供
体

制
の
確
保
と
い
う
視
点
が
欠

落
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

地
域
医
療
構
想
で
公
表
さ

れ
た
約
４
４
０
病
院
の
う
ち
、

53
病
院
が
感
染
症
指
定
医
療

機
関
に
指
定
さ
れ
、
多
忙
を

極
め
て
い
る
病
院
も
あ
る
。

該
当
す
る
病
院
の
将
来
へ
の

不
安
と
感
染
の
リ
ス
ク
、
潜

在
す
る
風
評
被
害
な
ど
が
重

な
る
と
、
懸
念
さ
れ
て
い
た

医
療
崩
壊
が
内
部
か
ら
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

安
倍
首
相
の
「
全
国
民
が

一
丸
と
な
っ
て
」「
医
療
従
事

者
に
報
い
る
た
め
20
万
円
を

支
給
」
等
は
、
現
時
点
に
お

い
て
全
く
不
十
分
な
対
策
で

あ
る
。

　

地
域
医
療
構
想
は
今
後
も

国
民
本
位
に
緻
密
に
検
討
さ

れ
る
べ
き
だ
が
、
ま
ず
は
新

コ
ロ
ナ
対
応
の
問
題
点

コ
ロ
ナ
対
応
の
問
題
点
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独
逸
か
ら
帰
朝
し
た
鷗

外
は
「
癆
症
の
予
防
に
つ

き
て
」
と
い
う
論
文
で
疾

患
が
遺
伝
す
る
か
否
か
を

論
じ
た
。
癆
症
と
は
癆
咳

と
も
呼
ば
れ
た
結
核
の
俗

称
で
あ
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・

コ
ッ
ホ
に
よ
り
発
見
さ
れ

た
結
核
菌
は
未
だ
撲
滅
さ

れ
ず
、
そ
の
犠
牲
者
は
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
次
い
で
い
る
。

　

疱
瘡
こ
と
天
然
痘
は
八

世
紀
、
渡
来
人
に
よ
り
太

宰
府
に
も
た
ら
さ
れ
瞬
く

間
に
東
進
し
朝
廷
を
襲
っ

た
。
国
政
を
担
っ
て
い
た

藤
原
四
子
が
次
々
と
斃 

れ
、
怖
れ
を
な
し
た
聖
武

天
皇
が
大
仏
建
立
を
発
願

し
た
。
い
わ
ゆ
る
天
平
の

疫
病
大
流
行
で
あ
る
。
続

日
本
紀
に
は
豌わ
ん

豆ず

瘡か
さ

と
そ

の
発
疹
を
形
容
し
た
記
述

が
残
っ
て
い
る
。

　

先
人
達
は
生
存
に
仇
な

す
病
気
を
様
々
に
呼
称
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
も
後
年
、

武
漢
風
邪
と
称
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
。
今
た
っ
た
一
個

の
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震

撼
さ
せ
て
い
る
。
移
動
、

生
産
、
流
通
、
消
費
な
ど

あ
ら
ゆ
る
世
の
営
み
が
萎

靡
沈
滞
し
た
。
衛
生
材
料

の
入
荷
不
足
は
図
ら
ず
も

脆
弱
な
供
給
連
鎖
網
の
弊

竇
を
明
ら
か
に
し
た
が
、

こ
の
先
保
護
主
義
や
大
恐

慌
が
生
じ
れ
ば
、
旋
乾
転

坤
の
大
混
乱
は
必
至
で
あ

る
。
誰
も
が
い
つ
凪
ぐ
と

も
し
れ
ぬ
こ
の
朔
風
に
堪

え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

二
月
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
内
で

露
見
し
た
集
団
感
染
の
際
、

日
本
政
府
の
対
応
を
無
能

呼
ば
わ
り
し
公
衆
衛
生
上

「
や
っ
て
は
い
け
な
い
見

本
」
と
ま
で
非
難
し
た
米

国
で
は
、
日
に
千
人
が
死

亡
し
そ
の
数
は
十
万
を
超

え
る
。
そ
の
三
割
は
黒
人

や
施
設
内
高
齢
者
な
ど
の

医
療
弱
者
で
あ
り
、
Ｎ
Ｙ

州
で
は
統
計
に
載
ら
な
い

在
宅
死
が
日
に
二
百
も
あ

る
と
い
う
。

　

一
方
、
本
邦
で
は
医
療

崩
壊
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も

死
者
数
は
未
だ
千
人
に
満

た
な
い
こ
と
は
瞠
目
に
値

す
る
。
民
族
の
も
つ
禊
文

化
や
社
会
規
範
を
自
ら
遵

守
す
る
民
度
ば
か
り
で
は

な
い
。
医
療
環
境
の
資
す

る
所
も
大
き
か
ろ
う
。
国

は
こ
の
二
十
年
、
医
療
費

亡
国
論
を
以
て
一
方
的
に

医
療
の
値
踏
み
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
医
療
体
制
や

医
療
者
を
庇
護
す
る
ど
こ

ろ
か
、
様
々
な
犠
牲
を
強

い
か
つ
そ
の
上
に
胡あ
ぐ
ら坐
し

傲
睨
す
る
の
み
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
か
か
る
大

患
に
国
家
安
全
保
障
の
盾

と
な
り
国
民
を
衛
り
同
時

に
国
の
無
策
を
救
う
亀
鑑

と
な
っ
た
の
が
医
療
で
あ

ろ
う
と
は
実ま
こ
とに
皮
肉
な
こ

と
で
は
な
い
か
。

医
療
は

安
全
保
障
の
要
と
な
る

本
当
に
必
要
な
の
か
？

本
当
に
必
要
な
の
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
代
用

　
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
の
代
わ

り
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

に
よ
っ
て
、
退
職
等
に
よ
り
失
効
し
た
保
険
証
の
使
用
防
止
な
ど
に
役

立
つ
と
し
て
い
る
が
、
危
惧
さ
れ
る
点
も
多
い
。

　

国
は
何
か
に
つ
け
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及

さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
で
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
、

一
律
10
万
円
の
現
金
給
付
の

際
に
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
方
が
早
い
」と
強
調
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

全
国
で
約
２
０
０
０
万
枚
が

交
付
さ
れ
、
16
・
４
％
の
普

及
率
（
２
０
２
０
年
５
月
１

日
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
か
ら
２
％
し
か
上
昇
し

て
お
ら
ず
、
国
の
思
惑
と
は

裏
腹
に
遅
々
と
し
て
進
ん
で

い
な
い
。本
道
に
お
い
て
も
、

普
及
率
は
約
14
％
（
約
74
万

枚
）
と
全
国
水
準
よ
り
も
低

く
、
各
市
町
村
の
交
付
内
訳

を
み
て
も
決
し
て
高
い
普
及

状
況
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
普
及
状
況
の

中
、
国
は
医
療
機
関
で
設
備

等
の
導
入
が
完
了
す
る
２
０

２
３
年
頃
ま
で
に
、
ほ
と
ん

ど
の
住
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
有
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
お
り
、
カ
ー
ド
を

用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
（
保
険
証
化
）
を
進
め
て

い
る   

表  

。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は

受
診
の
際
に
、
資
格
の
有
無

や
自
己
負
担
割
合
等
に
つ
い

て
、
審
査
支
払
機
関
（
支
払

基
金
、
国
保
中
央
会
）
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
回
線
を
通
じ

て
照
会
を
か
け
、
回
答
を
受

け
る
―
―
と
い
っ
た
手
順
で

行
わ
れ
る   

図  

。

　

同
年
５
月
か
ら
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
な

く
、
保
険
証
を
使
用
し
た
場

合
も
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
が
可
能
と
な
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
保
険
証
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
に
発
行
を
停

止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
み
の
運
用
へ
の
移
行
を

目
指
す
旨
が
厚
労
省
の
調
査

研
究
事
業
が
公
表
し
た
課
題

資
料
（
２
０
１
９
年
６
月
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
義

務
で
は
な
い
」
と
謳
っ
て
い

る
が
、
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
必
然
的
に
住
民
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
今
後
の

動
き
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

国
が
説
明
し
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
導
入
メ

１
％
以
下
の
メ
リ
ッ
ト

１
％
以
下
の
メ
リ
ッ
ト

リ
ッ
ト
の
１
つ
に
、
資
格
喪

失
な
ど
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
の

返
戻
が
減
り
、
窓
口
業
務
が

削
減
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
厚
労
省
研
究
班

の
報
告
書
に
よ
る
と
、
支
払

基
金
の
資
格
関
係
誤
り
の
返

戻
数
は
、
記
号
番
号
や
生
年

月
日
等
の
資
格
情
報
の
記
録

誤
り
が
月
に
約
16
万
件
、
資

格
喪
失
後
受
診
に
よ
る
も
の

が
月
に
約
17
万
件
あ
る
と
し

て
い
る
（
２
０
１
８
年
７
月

処
理
分
）。同
時
期
の
支
払
基

金
の
請
求
受
付
件
数
は
医
療

保
険
分
で
９
０
０
０
万
件
以

上
と
な
っ
て
お
り
、
件
数
を

比
較
す
る
と
国
が
主
張
す
る

「
役
立
つ
状
況
」は
件
数
全
体

の
１
％
に
も
満
た
な
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
場
合
に
は
、
利
用
者

は
事
前
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
初
期
登
録
を
行
う
必
要
が

あ
る
点
や
、
登
録
後
も
永
続

的
に
使
用
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
点
に
も
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
電
子

証
明
書
に
は
期
限
（
５
年
ま

た
は
10
年
）
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
期
限
が
切
れ
た
場
合

は
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

な
く
な
る
た
め
、
更
新
手
続

き
が
都
度
必
要
と
な
る
。

　

患
者
に
と
っ
て
も
得
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
、
紛

失
や
盗
難
に
対
す
る
不
安
が

払
拭
で
き
て
い
る
と
は
い
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

使
用
さ
れ
る
現
場
で
は
、

現
場
で
は
混
乱
必
至　

現
場
で
は
混
乱
必
至　

ど
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が

考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

一
番
の
問
題
は
、
保
険
証

よ
り
も
広
範
囲
の
情
報
へ
と

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
、
医

療
機
関
内
に
持
ち
込
ま
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

厚
労
省
は
窓
口
の
職
員
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

り
扱
わ
な
い
と
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
を
中
心
に
初
期
登
録

が
出
来
な
い
人
も
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
医
療
機
関
が

手
助
け
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
考
え
ら
れ
る
。
医
療

機
関
が
全
く
関
わ
ら
な
い
こ

と
は
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
通

り
保
険
証
で
受
診
し
た
患
者

と
で
対
応
が
別
に
な
る
た
め
、

職
員
の
作
業
は
煩
雑
化
す
る
。

　

ま
た
、
院
内
で
カ
ー
ド
を

紛
失
し
た
り
、
悪
意
あ
る
者

に
よ
る
盗
難
・
盗
撮
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
入
手
さ
れ
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
何
か

あ
れ
ば
、
医
療
機
関
が
責
任

を
負
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ず
、
対
応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
や
、
職
員
研
修
な
ど

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
準
備
と

し
て
、
顔
認
証
付
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
無
償
配
布
を
は

じ
め
、
導
入
時
の
負
担
に
つ

い
て
は
助
成
が
行
わ
れ
る
が
、

機
材
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど

は
医
療
機
関
の
負
担
と
な

る
。
何
年
も
マ
イ
ナ
ス
改
定

が
続
い
て
い
る
今
、
こ
れ
以

上
の
負
担
を
医
療
機
関
に
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　

厚
労
省
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン

の
資
格
確
認
は
義
務
で
は
な

い
」
こ
と
を
保
団
連
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
認
め
て
お
り
（
２

０
２
０
年
３
月
２
日
）、保
険

証
の
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
目
視
確
認
で
十
分
で

あ
る
。
仮
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
資
格
確
認
が
必
要
な
場
合

で
も
、
保
険
証
を
利
用
す
れ

ば
問
題
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
医
療

現
場
に
持
ち
込
む
必
要
は
な

い
。

　

患
者
の
健
康
管
理
や
臨
床

技
術
、
新
薬
の
開
発
な
ど
、

医
療
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
よ
い
が
、
民
間

企
業
の
営
利
活
動
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大

き
く
、
医
療
現
場
へ
の
導
入

に
は
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。  図  オンライン資格確認における本人確認の仕組み（2019年12月25日　医療保険部会）

 表  厚労省が示す今後のスケジュール案　（厚労省資料一部改変）

2020年 8 月～ 医療機関等のシステム整備
2020年10月 カードリーダーの導入

2021年 3 月末
マイナンバーカードの保険証利用が開始
６割程度の医療機関等で導入を目指す
特定健診データ提供開始（マイナポータル）

2021年 5 月 保険証によるオンライン資格確認開始
2021年10月 マイナポータルでの薬剤情報の閲覧開始

2022年 3 月末 2022年診療報酬改定に伴うシステム改修時９割程度の医療機関等で
導入を目指す

2023年 3 月末 概ね全ての医療機関等での導入を目指す

解解 説説
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高
校
時
代
は
数
学
に
夢
中

に
な
り
、矢
野
健
太
郎
著「
解

法
の
手
び
き
」
を
愛
読
し
て

い
た
。
矢
野
先
生
は
１
９
９

３
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、

か
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と

も
親
交
の
あ
る
高
名
な
学
者

さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
日
、logX

の
積
分
を

解
い
て
い
た
。
解
答
を
み
た

ら
、
∫logx dx

＝
∫1

・

logx dx

＝
…
と
あ
り
、
ま

さ
に
そ
の
手
順
通
り
に
解
け

て
い
た
。
さ
ら
に
読
み
進
め

る
と
「
こ
の
解
法
は
教
わ
ら

な
い
と
気
が
付
か
な
い
!!
」

と
書
い
て
い
る
こ
と
に
え
ら

く
感
激
し
、
大
学
は
数
学
科

に
進
学
し
た
。し
か
し
、大
学

の
数
学
は
容
易
で
は
な
く
、

頭
の
い
い
連
中
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ

い
た
。
数
学
者
に
な
る
夢
は

あ
き
ら
め
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
加
工
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し

た
。

　

そ
し
て
、
奇
し
く
も
矢
野

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
１
９
９
３
年
、
社
会
人
３

年
目
で
仕
事
に
も
慣
れ
て
き

て
お
り
、
気
心
知
れ
る
同
期

や
同
僚
達
が
い
た
。
あ
る
日

同
期
が「
町
田
、そ
こ
に
愛
は

あ
る
の
か
い
？
」
と
聞
い
て

き
た
。月
９
ド
ラ
マ「
ひ
と
つ

屋
根
の
下
」で
、江
口
洋
介
氏

演
じ
る「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」の
決

め
台
詞
「
そ
こ
に
愛
は
あ
る

の
か
い
？
」
だ
っ
た
。
面
白

い
か
ら
と
に
か
く
み
て
み
ろ

と
勧
め
ら
れ
た
の
で
、
み
る

こ
と
に
し
た
。
次
男
役
は
福

山
雅
治
氏
演
じ
る
「
ち
ぃ
に

ぃ
ち
ゃ
ん
」で
、医
学
生
役
で

あ
っ
た
。
福
山
氏
は
私
と
同

い
年
で
あ
り
、
イ
ケ
メ
ン
で

も
あ
る
の
で
と
り
わ
け
彼
に

注
目
し
て
ド
ラ
マ
を
み
て
い

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と
に

か
く
格
好
が
よ
く
、
次
第
に

医
学
へ
の
あ
こ
が
れ
が
芽
生

え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
結

局
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
メ

ー
カ
ー
を
退
職
し
、
紆
余
曲

折
の
末
、
34
歳
で
医
学
部
に

入
学
し
、
40
歳
で
念
願
の
医

者
に
な
っ
た
。
現
在
は
整
形

外
科
で
飯
を
食
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
別
の
同
期
に
勧

め
ら
れ
た
映
画
、
ケ
ビ
ン
コ

ス
ナ
ー
主
演
の
「Field of 

Dream
s

」
の
セ
リ
フ
を
引

用
し
て
終
わ
り
に
す
る
。「
人

間
、
そ
の
時
は
そ
れ
が
人
生

の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
な
ん

て
思
わ
な
い
も
の
な
ん
だ

な
。」ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ

る
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

今
年
１
月
上
旬
頃
か
ら
世
界

各
地
で
感
染
が
認
め
ら
れ
、

日
本
全
国
に
猛
威
を
ふ
る
い

始
め
た
。
そ
れ
は
静
か
に
忍

び
寄
り
、
気
が
つ
い
た
頃
に

は
人
々
の
暮
ら
し
を
一
変
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。

　

院
内
で
は
マ
ス
ク
、
エ
タ

ノ
ー
ル
、グ
ロ
ー
ブ
、紙
エ
プ

ロ
ン
、
と
衛
生
を
保
つ
に
は

欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
が
次

々
と
瞬
時
に
消
え
て
し
ま
っ

た
。無
い
も
の
は
無
い
、願
っ

て
も
手
に
入
る
も
の
で
は
な

い
、
数
カ
月
前
の
当
た
り
前

は
も
う
通
用
し
な
い
の
だ
。

　

歯
科
医
院
で
は
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
、
標

準
予
防
策
が
存
在
す
る
。
少

し
前
に
歯
牙
を
削
る
ハ
ン
ド

ピ
ー
ス
の
滅
菌
問
題
で
全
て

個
別
滅
菌
を
し
て
い
る
医
院

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
患
者
と
医
療
従

事
者
双
方
の
感
染
の
危
険
性

を
減
少
さ
せ
て
い
る
。

　

当
院
で
は
手
作
り
シ
ー
ル

ド
を
作
製
し
て
み
た
。
百
均

へ
出
向
き
、
頭
に
固
定
す
る

部
分
は
台
所
の
三
角
コ
ー
ナ

ー
受
け
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部

分
で
、
頭
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

部
分
の
隙
間
は
ス
ポ
ン
ジ
を

使
用
、
透
明
な
プ
ラ
板
を
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
購
入
、
見
様

見
真
似
で
作
製
し
た
。
防
護

服
は
私
の
長
白
衣
を
着
て
も

ら
い
、
マ
ス
ク
は
一
人
１
日

１
枚
。

 

ふ
と
鏡
を
み
て
み
る
と
、

一
体
ど
う
し
て
こ
ん
な
格
好

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

か
？
と
吹
き
出
し
た
く
な
る

時
も
あ
っ
た
が
、
１
カ
月
も

す
る
と
慣
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

少
し
前
は
患
者
様
を
お
迎

え
す
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
外

し
笑
顔
で
お
迎
え
す
る
よ
う

に
言
っ
て
い
た
。
世
間
で
言

わ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
新
し
い
生
活
様
式
の
よ
う

に
院
内
で
も
新
接
遇
が
始
ま

る
に
違
い
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
影

響
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。
新
卒
の
衛
生
士
に
と

っ
て
は
消
毒
、
滅
菌
方
法
を

正
確
に
習
得
で
き
る
し
、
な

に
よ
り
も
院
内
ス
タ
ッ
フ
の

手
法
の
見
直
し
が
で
き
た
。

こ
れ
は
経
験
で
き
た
か
ら
こ

そ
、
短
期
間
で
集
中
し
て
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
と
思
う
。

　

少
し
先
の
分
か
ら
な
い
未

来
は
誰
も
が
恐
れ
を
少
な
か

ら
ず
抱
く
も
の
だ
が
、
予
期

せ
ぬ
出
来
事
を
受
け
入
れ
、

知
恵
を
絞
り
打
開
策
を
見
出

し
て
い
く
。
こ
の
習
慣
を
つ

け
て
い
く
と
強
い
組
織
と
な

る
。

　

今
年
は
歓
迎
会
も
で
き
な

か
っ
た
。
い
つ
か
笑
顔
で
食

事
会
を
開
き
た
い
と
思
う
。

会
社
の
同
期
の
一
言
で

会
社
の
同
期
の
一
言
で  

　
　
　
人
生
が
変
わ
っ
た

　
　
　
人
生
が
変
わ
っ
た

苫
小
牧
支
部　
勤
医
協
苫
小
牧
病
院　

町
田　
慶
太

院
内
で
の

院
内
で
の  

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

札
幌
支
部　
皓
歯
会
ス
ワ
ン
デ
ン
タ
ル 

ク
リ
ニ
ッ
ク

白
鳥　
香
理

●
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局
ま
で

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

歯科点数早見表
� 会員価格 500 円

歯科

新
点
数
関
連
出
版
物
の
ご
案
内

点数表改定のポイント
� 会員価格  3,000 円

医科
歯科保険診療の研究
� 会員価格  4,000 円

歯科
診療報酬常用点数早見表
� 会員価格 500 円

（診療所用・病院用）

新点数運用Q&A
� 会員価格  1,500 円

医科医科

会員販売価格

■ 一会員10冊までは無料（送料実費負担）。
※�それ以上は１冊10円（送料別）で販売いたします。
北海道保険医会事務局へご注文ください。

お申し込みは：TEL ０１１-２３１-６２８１

患者さんに役立つ情報が満載患者さんに役立つ情報が満載

※各出版物には、別途所定の送料がかかります。

　

保
険
医
会
の
グ
ル
ー
プ
保
険
（
団
体
定
期
保
険
）
は
ご
存
知
で
す
か
。
本
会
の

グ
ル
ー
プ
保
険
は
死
亡
ま
た
は
所
定
の
高
度
障
害
状
態
に
な
っ
た
場
合
の
保
障
を

目
的
と
す
る
生
命
保
険
で
す
。
５
月
５
日
・
20
日
合
併
号
の
保
険
医
年
金
に
続
き
、

グ
ル
ー
プ
保
険
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
加
入
さ
れ
て
い
な
い
先
生
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
保
険
の
１
番
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ば
個

人
保
険
に
比
べ
保
険
料
が
断

然
安
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
保
険
金

支
払
い
の
た
め
の
「
純
保
険

料
」
と
Ｃ
Ｍ
広
告
等
の
宣
伝

費
用
を
含
め
た
制
度
維
持
管

理
の
た
め
の「
付
加
保
険
料
」

に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
個
人

保
険
に
比
べ
付
加
保
険
料
を

削
減
で
き
る
た
め
割
安
な
保

険
料
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
決
算
時
に
剰
余
金
が

あ
れ
ば
掛
金
の
一
部
が
配
当

金
と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
割
安
な
保
険

料
か
ら
実
質
の
負
担
額
が
さ

ら
に
減
り
ま
す
。

　

な
お
、年
度
ご
と
の
死
亡
・

高
度
障
害
保
険
金
支
払
い
額

等
に
よ
っ
て
配
当
金
額
が
確

定
す
る
た
め
、
将
来
お
支
払

い
す
る
配
当
金
は
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
２
０
１
８
年

度
配
当
率
は
49
・
87
％
と
な

保
険
料
が
安
い　
　

保
険
料
が
安
い　
　

剰
余
金
が
出
た
時
は

剰
余
金
が
出
た
時
は  

配
当
金
と
し
て
還
元

配
当
金
と
し
て
還
元

り
ま
し
た
（
※
配
当
率
…
年

間
保
険
料
に
対
す
る
配
当
金

の
割
合
）。

　

１
年
単
位
の
掛
け
捨
て
の

保
険
の
た
め
、
必
要
な
保
障

金
額
を
見
直
し
て
い
つ
で
も

保
険
金
額
の
増
額
・
減
額
が

で
き
、
先
生
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
増
額

の
場
合
に
は
再
度
告
知
が
必

要
で
す
）。

　

会
員
本
人
の
場
合
、
最
高

６
０
０
０
万
円
ま
で
保
障
す

る
本
会
の
グ
ル
ー
プ
保
険
で

す
が
、
お
申
込
み
手
続
き
も

驚
く
ほ
ど
簡
単
で
す
。
面
倒

な
医
師
の
診
査
も
不
要
で
簡

単
な
告
知
の
み
で
お
申
込
み

で
き
ま
す
。

　

個
人
加
入
の
保
険
料
は
生

命
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

開
業
医
の
先
生
は
法
人
加

入
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

の
保
険
料
は
原
則
と
し
て
全

額
、損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

　
　
　

＊　

＊　

＊

　

毎
年
６
・
７
月
は
グ
ル
ー

プ
保
険
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
受

保
障
金
額
の
増・減
額

保
障
金
額
の
増・減
額  

が
い
つ
で
も
可
能

が
い
つ
で
も
可
能  　　

医
師
の
診
査
不
要　

医
師
の
診
査
不
要　

法
人
加
入
は
原
則
、

法
人
加
入
は
原
則
、  

全
額
損
金
扱
い
Ｏ
Ｋ

全
額
損
金
扱
い
Ｏ
Ｋ

託
生
命
保
険
会
社
の
職
員
が

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
加
入
の
ご
検
討

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●月額保険料と保障金額例（※一部抜粋）
　 5,000万円 6,000万円

男 女 男 女
36～40歳   6,050円   5,100円   7,260円   6,120円
41～45歳   8,200円   6,250円   9,840円   7,500円
46～50歳 11,750円   8,850円 14,100円 10,620円
51～55歳 17,100円 11,950円 20,520円 14,340円
56～60歳 24,700円 15,150円 29,640円 18,180円
61～65歳 37,800円 20,100円 45,360円 24,120円

保
険
医
会
の

　
　
グ
ル
ー
プ
保
険
の
魅
力

2019年版

「知ってトクする！ 医療・介護・税金の負担軽減策」
（通称：知っトクパンフ）のご案内

共済部だより
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コ
ロ
ナ
感
染
症
と
　
　
　

　
　
　
耳
鼻
咽
喉
科
診
療

　

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）

は
、
５
月
下
旬
に
な
り
新
規

感
染
者
の
発
生
が
減
少
し
て

き
ま
し
た
。
５
月
25
日
に
は

首
都
圏
と
北
海
道
で
続
い
て

い
た
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除

さ
れ
ま
し
た
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
学
会
で
は

「
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
対
応
ガ
イ
ド
」
を
公
開

し
て
く
れ
ま
し
た
（
初
版
・

３
月
17
日
、
第
２
版
・
３
月

31
日
、
第
３
版
・
５
月
25

日
）。
診
察
に
お
い
て
は
、誰

も
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
保
有
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
す

べ
て
の
患
者
の
診
療
に
お
い

て
、
標
準
予
防
策
で
あ
る
サ

ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。
エ

ア
ロ
ゾ
ル
を
誘
発
す
る
可
能

性
の
あ
る
検
査
や
処
置
を
行

う
際
は
、
さ
ら
に
ゴ
ー
グ
ル

や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
ガ

ウ
ン
な
ど
患
者
の
状
況
に
応

じ
た
適
切
な
個
人
防
護
具
を

選
択
し
、
そ
の
施
行
に
際
し

て
は
細
心
の
留
意
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
診
察
に
お
い

て
は
、サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
、

花
粉
症
用
の
メ
ガ
ネ
、
左
手

に
手
袋
を
着
用
し
て
い
ま
し

た
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
気
体
中

に
浮
遊
す
る
微
小
な
液
体
ま

た
は
固
体
の
粒
子
）
を
誘
発

す
る
よ
う
な
検
査
や
処
置
を

施
行
す
る
場
合
、
鼻
か
ら
施

行
す
る
の
で
あ
れ
ば
口
に
マ

ス
ク
を
着
け
て
も
ら
い
施
行

毎
に
手
袋
の
交
換
、
手
指
消

毒
を
徹
底
し
ま
し
た
。
院
内

で
は
看
護
師
は
サ
ー
ジ
カ
ル

マ
ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
着
用
と
な
り
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
も
院
内
で
は
全
員
マ

ス
ク
着
用
で
す
。

　

耳
鼻
科
で
の
ネ
ブ
ラ
イ
ザ

ー
療
法
も
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
急
性
上
気
道
炎
症
状

を
有
す
る
患
者
に
は
施
行
を

控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

待
合
室
も
そ
う
で
す
が
、
ネ

ブ
ラ
イ
ザ
ー
療
法
を
施
行
す

る
場
合
に
は
換
気
と
患
者
間

の
間
隔
に
留
意
し
、
医
療
者

や
職
員
の
み
な
ら
ず
患
者
の

手
指
衛
生
に
も
配
慮
し
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
家
族
よ
り
風

邪
を
も
ら
い
症
状
消
失
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勤務先変更や　
住所変更等は　
本会にご連絡を!

　「勤務先の変更」や
「自宅住所」、「電話番	
号」等の変更がござい
ましたら、お手数です
が本会事務局までご連
絡ください。

【電話】 
011-２３１-６２８１

　厚労省から、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的
な取扱いについて（その20）」（事務連絡）が発出され、初診患者及び、
慢性疾患等を有する定期受診患者に対する電話や情報通信機器を用いた
診療を行った場合の加算について取扱いが示されております。
　今号では、前回ご紹介した内容から取扱いの変更や算定対象が追加と
なった点数等について掲載いたします。その他事務連絡の詳細につきま
しては本会ホームページに掲載しておりますので、ご確認ください。

■ 電話や情報通信機器を用いた「初診」の場合
　初診料214点（注２）
・�本来は特定の病院で算定する点数だが特例措置として、診療所でも算

定できる
・要件を満たせば下記の加算を算定できる（２月28日から適用）

　※機能強化加算は算定不可

■ 電話や情報通信機器を用いた「再診」の場合
　電話等再診料73点
・要件を満たせば、下記の加算を算定できる（４月10日から適用）

■ 院内トリアージ実施料　300点（病院・診療所）
・�新型コロナウイルス感染症患者（疑い含む）に対してのみ院内トリアー

ジを行う場合は、届出は不要。初・再診を問わず、患者が受診した時
間によらず算定できる。

・�往診時にも必要な感染防止対策を行って診療を行った場合は算定できる。

　※�実施にあたっては、「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診
療の手引・第１版」に従い、院内感染防止等に留意した対応を行い、
患者や家族等に対してその旨を説明する。

■ 在宅時医学総合管理料（施設入居時医学総合管理料）
　前月に「月２回以上訪問診療を行っている場合」の在医総管等を算定
していた患者に対して、当月も診療計画に基づいた定期的な訪問診療を
予定していたが、新型コロナウイルスへの感染を懸念した患者等からの
要望により、訪問診療１回と、電話等による診療１回以上を実施した場
合、当月に限り、患者等に十分に説明し同意を得た上で、診療計画に基
づき「月２回以上訪問診療を行っている場合」の在医総管を算定できる。
　５月以降の臨時的取扱い

　※�２月以上連続で、訪問診療１回＋電話等再診１回となった場合、２
月目以降は、診療計画を変更し「月１回訪問診療を行っている場合」
を算定する。

■ 通院・在宅精神療法
　①�精神科を担当する医師が、以前より対面診療において一定の治療計

画のもとに精神療法を継続的に実施していた患者
　②�通院・在宅精神療法の点数を算定していた患者
　�　以上のいずれにも該当する患者に対して、電話や情報通信機器を用

いた診療および処方を行う場合は、147点（特定疾患療養管理料の
100床未満の病院の点数を準用する）を月１回に限り算定する。

■ 二類感染症患者入院診療加算　250点
　新型コロナウイルス感染症から回復した後、引き続き入院管理が必要
な患者を受け入れた医療機関において、いずれの入院料を算定する場合
であっても、二類感染症患者入院診療加算を算定できる。
※�その際は、新型コロナウイルス感染症から回復した患者である旨、レ

セプトの摘要欄に記載する。

①乳幼児加算
②時間外加算、休日加算、深夜加算
③小児科標榜医療機関の時間外特例加算等
④夜間・早朝等加算

①乳幼児加算
②時間外加算、休日加算、深夜加算
③小児科標榜医療機関の時間外特例加算等
④夜間・早朝等加算
⑤時間外対応加算
⑥明細書発行体制等加算　

・�加入者が傷病によってお仕事を	
お休みされたときに給付されます。
・最長730日の長期保障！
・掛金は満期までずっと上がりません！

健康な時こそ
休業リスクを考えて
みてください！

保険医休業保障共済保険保険医休業保障共済保険
【加入日】
2020年	
12月1日

【受付期間】
５月26日	
  〜 ９月14日

昭和36年６月２日
　　〜昭和36年10月１日
生まれの先生は
ご加入のラストチャンス！

お問い合わせ・資料請求は
北海道保険医会共済部まで

011-231-6281TEL

※疾病は2021年３月１日以降に発病したものが給付対象です。

前月 当月

　保険点数と通知、疑義解釈等を網羅した「実際に即し
て使いやすい」点数表の決定版。カラー刷りで見やすい
紙面が好評の、利用する側に立って実用性を追求した一
冊です。

保険診療便覧

会員価格 3,500 円（税込・送料別）

（2020年4月版）

診療報酬改定に伴う　出版物

訪問
診療

訪問
診療

訪問
診療

電話
再診

月２回訪問の
� 在医総管等

当月に限り、月２回訪問
の在医総管等を算定可

医科

新型コロナウイルス感染症に係る
診療報酬上の臨時的な取扱い（３）

新型コロナウイルス感染症も給付の対象です！

　新型コロナウイルス感染症は、給付の対象
となる疾病に該当します。確定診断だけでは
なく、その疑いとして病名が付されて休業す
る場合も考えられます。休業に至る経緯とし
て「疑い病名」が付された場合でも、第三者
の医師から一定期間休業を要する旨の医療証
明書が提出され、給付要件を満たしていれば、
給付の対象になります。

保険医休業保障共済保険
加入者のみなさんへのご案内

新型コロナウイルス感染症に
関する取扱い


